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　環境要因の物理的，心理的変更により鳥類に　量及び固定を行った。
就巣現象を惹起させる実験がBurrows and
Byerly (1938)により行はれている。彼等は
暗黒高温下（90°Ｆ）で鶏を飼育し，それらに幼
雛を与え就巣性（雛の保護）の発現を観察して
いる。
　S人EKI and Ｔ人NABE (1955)も雄鶏及び去勢
鶏を半暗，雛の存在下で飼育し育雛性を発現さ
せている。
　筆者はさきに十姉妹に於て日照及び飼養温度
の変更実験を行い，就巣性が発現するか否かに
ついて報じた(MasUDA, 1957)。
　前実験にひきつづき本報文に於ては，就巣性
非発現鳥に卵又は偽卵を投与し就巣性が誘起さ
れるか否かにつき実験観察の結果を報告する。
　本実験に際し協力を賜った高知農業高校教諭
藤平尚士氏に深甚なる感謝の意を表す。
　　　　　材料及び方法
　実験には当教室で孵化・飼育したジュウシマ
ッ研。Z。ncha domesticaを用い，実験開始まで
に一度でも産卵・抱卵･･育雛を行ったものは就
巣経験鳥，それ以外のものを未経験鳥として取
扱った。
　日照条件及び飼育温度は自然状態のままで変
更せず，又食餌の制限も行はなかった。
　投与した偽卵は未受精卵，腐卵叉は石膏製卵
で，これを飼育箱内に１個づつ設置した藁製壷
型巣の中へ早朝･4～5個づつ投入した。
　就巣の観察は毎日10回以上行い，就巣強度を
夫々, W{(intence), ++ (strong),十(weak),士
(faint), ― (no reaction)の５段階に分けて記録
した。
　実験終了後必要に応じ鳥を屠殺し，臓器の秤
　　　　　実　験　結　果
実験１　成熟番個体への偽卵I投与
　美験開始迄に数回以上産卵・抱卵・育雛を行
った成熟雌雄18番36羽を実験に用いた。偽卵投
与は雛巣立後２週間以上経過してから行った。
因に雛巣立後親鳥は次回抱卵迄一般非就巣馬と
変りなく殆ど巣につく事はなかった。
　偽卵投与とともに大多数の鳥は直ちに巣中を
覗き込み，早いものでは投与直後，遅くとも20
分位で卵上に坐った。しかしその場合の就巣性
は非常に弱かった０＝ＢＢ）。　36羽中3o羽は１～
３日後より朴～併ＢＢを示し始め，その就巣は
尚も強くなり観察終了時迄25～48日間つづいて
いた。
　雌雄による就巣強度の差は認められなかった
が，就巣経験の豊富な鳥（よく卵を産み上手に
育雛する）が経験の少いもの（滅多に産卵せず
抱卵育雛の下手なもの）より，より強い就巣性
を発現する傾向がみられた。
　他の６羽は全観察期間中全く就巣1しなかっ
た。
　実験２　成熟非番個体への偽卵投与
　本実験群に於ては，同一箱内で２羽の雄同志
又は雌同志の成熟個体を飼育したものに偽卵を
与えた。
　44羽中36羽に朴～併ＢＢが発現した。しかし
二三の点て番の場合（実験１）と異った。即
ち，本群では強度の就巣性示現迄に4～9日必要
であり，又更に併ＢＢを誘起している鳥に於て
もしばしば長時間（5～10分位）巣より離れて
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いる現象がみられた。正常に抱卵す弓局は摂食　　実験３Ａ：　実験前迄は番とし抱卵・育雛の
時以外は殆ど離巣する事なく，そφ場合でも僅　経験を有する局を偽卵投与前日に分離し，夫々
々2，3分位であった。尚レ巣を長時間離れる　Ｉ羽ずつとし実験に用いた。
が再び卵上に坐しか折には又強い就巣蜂吏示し　雄８羽全局に偽卵投入後Ｉ～３日で十～十十BB
た。
　本群に於て雌雄の性による就巣性発現強度の
差は特に認められなかった。　　　　　Ｉト
　実験３　単独飼育成熟個体へめ偽卵投与＜・
　Ｉ箱内にただＩ羽のみ飼育し･た個体に偽卵を
与え就巣性が誘起されるか否かを観察した。
が現はれ,発現後3～12日で就巣は中絶した。
　雌８羽も雄の場合とほぽ同様，給卵後２～３
日で朴程度の就巣性が発現した。しかし就巣は
観察終了時迄続かず6～17日（７羽は6～11日）
で消失した。
　上述の如く本群は一時的に抱卵現象が認めら
れたが短時日で消失し，その後は再び巣に就か
偽卵投与による十姉妹の就巣性誘発　（増田）
なかった。この場合雌鳥の方が雄の場合よりも
幾分強い就巣現象を示した。
　実験３ B:　長期間単独飼育した鳥を用い
た。単独飼育される迄は夫々番で数回抱卵・育
雛の経験をもった鳥を，実験開始前約1～1.5
ヶ月間Ｉ羽のみで飼育した。
　全鳥10羽とも偽卵には殆ど関心を示さず，偽
卵は糞にまみれ巣中に埋まっていた。
　実験３ Ｃ：　単独飼育した就巣未経験成鳥12
羽に偽卵を与えた。全実験局とも全く就巣性の
発現は認め‾られなかるた。
　実験‘4　未成熟個体への偽卵投与
　孵化後3～4ヶ月の未成熟鳥28羽を性別を考慮
せず２羽づつ同一箱に収容し偽卵を与えたが，
吉舎，吉♀，♀♀いずれの対に於ても抱卵現象
は観察されなかった。
１
を行った。この場合親鳥の如く体羽をふくらま
せ卵を抱き込む事はなかったが必ず親とともに
偽卵上に坐った。
　数少いdataではあるがＰＡＴＥＬ（1936）の
　“Psychological broodiness” の発現が認めら
れる。
　上述の各実験は非就巣馬に偽卵を与え人為的
に就巣の誘発を行ったのであるが，つづいて自
然的に正常に抱卵中，育雛中の就巣性発現中の
鳥に偽卵を投与しその結果を観察してみた。
実験６　抱卵中個体に更に偽卵の投与
　抱卵期の途中（抱卵開始後5,9,13日目）に偽
卵を投入した。結果は孵化と同時に育雛を開始
し度々摂食の為巣を離れる様になった。５番中
２番の巣中の偽卵は未孵化卵（主として腐敗卵）
と共に巣外に放出されるか又は巣の片隅に押込
まれた状態にあり，糞に埋れ薄汚くなってい
た。他の３番の鳥の偽卵は適当に雛にはさま
実験5　3羽以上同時飼育の鳥｀の偽卵投与　り，親が巣中に居る時は腹の下に位置してい
　これ迄の結果は２羽若しくはｉ羽の鳥に偽卵
を給与したが，つづいて3羽以上同時飼育して
いる個体に偽卵を投入してみた。
　実験５ Ａ：　就巣経験を夫’々もつ合合吉，吉
合♀，き♀♀，♀♀♀に卵投与した場合，実験
1,2の場合とほぽ同様の結果を示した。即ち33
羽中29羽に士～併ＢＢが現はれ，29羽中21羽は
十十～併ＢＢの強度の抱卵性を示した｡勿論この場
合１箱内の全３羽が就巣性を発現する場合もあ
るし，ただ１羽のみしか抱卵せず他の２羽は無
関心である場合もあった。
　実験５ B:　両親とともに雛鳥が居る場合は
奇異な現象が起った。
　巣立後親と分離されず1.5～2月齢の雛が１
～２羽い｡る所へ偽卵を入れた。　3箱６羽の親全･
鳥は給卵後4,5日で朴～併ＢＢとなり27～49日
間実験終了時迄抱卵を続けた。夫々同室にいた
雛４羽中3羽は親鳥の抱卵開始後2,3日頃より親
と同時に巣に入り抱卵類似動即（士～十Ｂ.Ｂ？）
た。これ等の鳥の抱卵（？）は雛孵化後17～21
日続いたが次第に親鳥は巣外へ出る機会が多く
なり偽卵は全く顧られなくなった。
　この抱卵現象（？）は雛が存在する為偶然起
ったものか，卵の存在故に起ったものかは判然
としない。
　実験７　抱卵中個体への受精卵給与
　前実験の疑問を解明する１手段として，前条
件と同じ鳥に他鳥受精卵を投入した。
　フ番中６番の巣内で前卵孵化後5～14日の日
をおいて夫々の投与卵が孵化した。本実験より
孵化後も卵があればその上に坐るらしいことが
判明した。勿論雛の保温が結果的に卵を暖める
事になるのかもしれない（実験8,9,10参照）。
　然し第２表よりも明かな様に孵化日の大差な
いものは辛うじて巣立する様になったが,｡孵化
時期の大いに異る場合に於ては後雛は前雛に圧
殺されたり充分に食餌を得る事が出来ず餓死す
４ 高知大学学 研究報告　第７巻　第18号
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に専念レ全く偽卵には関心を示さず殆ど巣外へ
放出されていた。
　実験８Ｃ：正常抱卵鳥が約２週間で雛が孵
化した場合，孵化後１，２日で雛を除去し巣中
‘へ偽卵投入を行った。
　雛除去直後島は暫く巣に入らず巣を警戒嗚を
出しつつ覗込んでいたが偽卵を投入するや否や
全島10羽とも実験終了時迄40～46日間非常に強
い就巣性を発現した。
Broody behavior disappears gradual】y;ｏ 辱ｎｄ , Fledging out of young birds; X , Removal of
dummy eggs or chicks； r ，Hatching of chicks;十, Death of chicks.
る結果となった（同腹の雛でも孵化日が３～４
日遅れると他の元気な成長の早い雛に餌を横取
りされ充分の食餌が貰えず衰弱餓死する事が多
い）。　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥
　実験,8　孵化後更に偽卵の投与　･･　　イ
　実験８ A, B:　雛孵化後１･又は９～ぼ日目
　－．・ゝ･　●１･　．¶　　　１’ｊ¶　　Ｉ　　　　　　　・　ｔ
に偽卵を巣中へ投入した．前群４番は前実験の
場合と同様の結果を示したが，後者２番は育雛
偽卵投与による十姉妹の就巣性誘発　（増田）
　実験-9　孵化直後に受精卵投入　･･
　実験８Ｃの追試とし偽卵の代･りに他馬受精卵
を雛除去後与えた。この場合正常に再び抱卵を
行い其等の卵は孵化し，孵化後の行動は何等正
常の場合と異るところはなかった。
実験　10　受精卵の連続投与
　２ヶ月間の全観察期間中，孵化直後に雛を除
去し，その後卵を再び与え，又その孵化後雛を
放出し，卵投入の繰返し実験を行った。
　２番４羽に連続的,卵給与を行ったが夫々の雛
は正常通り゛孵化した。この場合孵化迄の抱卵日
数は夫々14～16日で特に異常は認められなかっ
た。
　実験　11　育雛中個体への偽卵投与
　育雛期を前・中・後期に分け中，後期に偽卵
を投与したが，４番８羽とも偽卵には何等関心
を示さなかった。
実験　12　非就巣鳥に受精卵給与を行い抱
　　　　　卵・育雛を行はせる実験
上述の各実験は主として卵又は偽卵を与え，
５
抱卵性の発現・抱卵の継続を観察したのである
が，ここにひきつづいて人為的に抱卵性を誘発
した場合，孵化後正常に育雛を行うか否かにつ
いて観察を試みた。
　就巣経験鳥86羽を夫々２羽づつ飼育し，偽
卵を与え就巣性の発現をまち，就巣中途で偽卵
を放出し，代りに他島受精卵を4～5一個投入
した。
　殆ど全部の鳥は抱卵を続け雛が孵化した。こ
の場合孵化率は自然抱卵の場合より遥かに悪か
った。即ち抱卵が不完全となる故か腐卵が多く
なり，更に破損卵（嘴で卵殻へ孔を明ける）,巣
外放出卵が多くあった。
　尚叉，孵化雛の巣立率（成育率：育雛の上手
下手）は正常育雛の場合に比較して極めて悪い
結果を示した。
　人為就巣島は孵化後も単に巣につき雛を暖め
るのみで給餌育雛を余り行はないものが多く，
それ故餓死した雛が多かった。又，島によると
育雛前期には正常育雛時と同様盛に給餌してい
るが，孵化後10～20日頃より全く雛を顧ないも
のが多数あり，鋭く鳴く雛に耳をかさず結果と
して巣立前に発死する島がふえた。
　　　　　　　　　　　　　　（第3,4表参照）
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64/181
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償卵除去の就巣性に及ぼす影響
　偽卵給与により強度の就巣性を誘発出来た実
験群に於て，偽卵除去後鳥が如何なる行動をす
るか，就巣性は中絶するか継続するかにつき二
三の実験観察を行った。
　自然の場合十姉妹は毎朝Ｉ卵づつ４～６卵を
連日産み，第３産卵日頃より本格的に就巣抱卵
を開始する。抱卵期は14～15日でＩ～２日のう
ちに全卵孵化する。
　人為的偽印投与実験に於てはある一定の数の
卵が存在する限り抱卵する事が認められた（最
長104日間, No. 57-218,♀）。
　今，抱卵開始後8,15,30,45日に偽卵を除去し
就巣行動の変化を観察しだ。
　27羽中24羽は除去後数分乃至数時間で就巣性
は殆どみられなくなり，他の非就巣鳥と同様な
動作をした。
　３羽（２羽は同箱に飼育されている雌雄，50
日目除去, No. 56-47^, No. 56-48♀，他の
１羽は雌15日目除去, No. 57-124)は直ちに
就巣性は消失せず，前２羽は除去後約12日間，
後者は27日間尚も空巣に坐り，恰も抱卵時の如
く羽毛をふくらませ，外敵には猛然と反撃に
出た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　卵除去は少数例外を除き約１日以内に就巣性
は消失した。正常抱卵局の場合も同様であっ
た。しかしこの場合，就巣中絶迄の時聞か，偽
卵投与による就巣の場合よりも長時間かかる傾
向を示した。
償卵除去に関連する二三の実験観察
　実験Ｉ　No. 55-74♀，55-59舎の巣中の偽
卵を就巣発現後14日目に除去し，巣外の給餌箱
上へ置いたこれ等の鳥は夫々併ＢＢを発見し
ていた。
　1956年フ月27日2.25 P.M.偽卵除去。
　2. 27 P.M.:両鳥ともに空巣をのぞきこむ。
偽卵投与による十姉妹の就巣性誘発　（増田）
2｡29 P.M.:♀給餌箱上の偽卵４個｣二に坐し腹
　下へ嘴でかき込む。
　合は空巣内で偽卵存在時と同様な行動をす
　る。
７
合の抱卵は長期間つづき50日以上にも亘った。
3.それ迄に就巣経験をもつ鳥に於ても，単独
飼育された場合は大分異り。単独短期飼育され
たものは約13日前後卵上に坐したが，長期間分
2｡38 P.M.:♀偽卵の許を離れ，きのいる空巣‘離飼育されたものは全く就巣現象を発現しなか
　　に帰り強い抱卵性（？）を示す。
　その後約12日間巣につきいつとはなく両馬と
も離巣した。
　実験２　Ｎ０.56-141古√56-145吉の飼育箱
内に巣を２個設置した。夜間両島ともＡ巣中で
寝た。1957年７月９日偽卵５個をＡ巣へ投入。
12日より両鳥とも朴ＢＢ発見。18日Ａ巣中偽卵
をＢ巣へ移動。Ｎ０. 56-141 は直ちにＢ巣へ移
りひきつづき刊･!3Bを示現した。No. 56-145は
空になったＡ巣に坐る。翌日，両鳥とも偽卵の
あるＢ巣に就巣中。
　実験３　No. 56-213 ^, 56-245 ^, 56-27
　2♀を同箱内で飼育。巣は２個設け，Ａ巣は後
２鳥が使用, 56-213はＢ巣を使用。両巣に夫
々偽卵４個づつ給与。Ａ巣の56-245, 56-275
は朴～併ＢＢ発現。Ｂ巣の56-213は十～++ BB
顕現。
　1957年９月12日Ａの偽卵のみ除去。除去後約
30分でＡ巣中の両鳥はＢ巣へ侵入し，Ｂ巣の56
-213　と暫く争い，其の後３羽ともにＢ巣中で
抱卵を行った。
　尚，ひきつづき偽卵投与による就巣性誘発実
験は継続中である故，抱卵誘致に関する論議は
別報で行う予定であるので，本報では割愛す
るノ
　　　　　　　要　　　　約
I.非就巣ジュウシマツＵｒｏｌｏｒｉｃｆｉａ　ｄｏｍｅｓtｉｃａに
偽卵４～５個を投与し就巣・抱卵が認められる
か否かにつき実験を行ってみた。
2. 2.羽又はそれ以上同箱内で飼育されている
就巣経験鳥は，番，非番，雌雄の別を問はずそ
の殆が短時日のうちに抱卵を開始した。この場
つた。
4.未成熟鳥は偽卵に対して何等反応を示さな
かった。
5.両親とともに同箱内に飼育されている幼若
鳥は，親の抱卵性発現と同時に弱度ではあるが
就巣類似現象（？）を示し偽卵上に坐した。
6.抱卵中の鳥に更に偽卵を追加した場合，同
時に偽卵も抱いた。しかし雛孵化後は雛の方が
優先し，雛の成長に伴い偽卵は顧られなくなっ
た。
ﾌ。孵化後雛を除去し卵投与を行丿死場合，ひ
きつづいて抱卵した。
8/育雛中の鳥に偽卵を与えても全く関心を示
さなかった。
9.非就巣鳥に偽卵給与を行い就巣を誘発させ
た後，受精卵の投入を行い，抱卵・育雛を行は
せた。この場合孵化率は正常の自然就巣鳥に比
して悪く，更に育雛率（雛の巣立率）は極めて
悪かった。
10.卵除去又は偽卵除去を行うと大多数の鳥は
短時間のうちに抱卵性が消失した。しかし少数
の鳥は除去後も長時間巣中に坐した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RESUME
　　　　　　　The Inductioりof Broody Behavior by Supply of Dummy Eggs
　　　　　　　　　　　　　　　　　in Bengalees,Ｕｒｏｌｏｎｃｈａ　ｄｏｍｅｓlka
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Akifa MaSUDA
　　　　　　　　　　'(ＢｉｏｌｏｇｉｃｄＬａｂｍａｔｏり，ＥｄｕｃａｔｉｏｎＦａ?り，ＫｏｃＭ Unive戻り)
　　　The author investigated ｗ!lether o「nc｣t the non-brooded bengalees･ £ﾉＶｏｌｏｎｃｈａｄｏｍｅｓlica，
　　which were bred under various condition. induced broody behavior, nesting and incu-
　　bation･ by supply of dummy ｅｇ邸 (sterilized or addled eggs) into their nest･
　　　The results obtained were described below:
1. The birds which had had several broody experience before the commencement of ｅχperi-
　　merit were bred with two or the more in a same breeding chest without distinction of sex.
　　They began to show incubating りehavior in ａ short period of time from the supply of
　　dummy eggs, and ｃｏね･tinued to sit.on them for ａ long time more than 町ty days.
2. The isolated birds (they werりりred. separately, i. e., one bird in one chest), though thev
　　　　　　　　　　　　　　゛I　　　　　　Shad had brooc!y experience before then, indicated different behavior compared with the
　former experiments; viz., the birds which were isolated for short time brooded for 1 3 days;
　but in the other birds (the long-isdjated ones) showed no nesting behavior throughout the
　observing term.　　　　　　　　　　　　　●=ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
3. The immature birds (3-4-morith-old) were unconcerned with the supplied dummy eggs
　and revealed no broodiness, grahting that they were kept isolated or not.
4. The young chicks (1.5-2-month-りId) which were bred together in the, same chest with
　their parental birds, showed faint　”ｎｅｓtijig-ほｅ”behavior (?) and sat on the eggs. Their
　brooding period coincided ｗl巾･the term which the adult birds revealed b･roody phenome-
　non.　　　　　　　　　　，　　　　.　　／
　Continuously, the author supplied the dummy eggs or fertiﾘzed ones to the spontaneously
　(naturally) brooded birds.
　The obtained results were as follows :
5. The spontaneously incubated birds accepted the supplied dummy eggs and they sat on
　them.　But after the hatching of their own eggs, the hatched chicks took precednce of
　parental care, so that the･ birds became to pay no attention to the dummy ｅ面s according
　as the growth of their chicks.　・
6. The nesting birds were removed their chicks and were supplied the dummy eggs. At that
　case, they began to brood continuously and sat on the dummy eggs.
フ. The raising birds did not incubate even though they were supplied the dll°“ly eggs-
8. After the revelation of nesting behavior in non-brooded birds, which were induced by the
　supply of dummy eggs, φe birds were replaced the dummy ones ｀゛ith fe゛ fertilized onesン
　At that time, the artificially brooded birds continued the egg-incubation, and after the
　hatching of chicks they raisec!their step-chicks.
9. The hatching ratio of artificially brooded birds was lower than that of spontaneous
　occasion. and moreover, the fledging ratio (raising ratio) was very i?erior compared
　with that of the natura卜broodiness. ･
10. In the greater part of the birds, the artificially induced broody behavior by supply of
　dummy eggs disappeared in ａ short timり by removal of the eggs, but ａ few birds continued
　to sit in the empty nest foｒ‘ａlongヽtime.
